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四月から一年生になる関見違

自
由
闘
で

歌
や
踊
り
を
披
露

白
滝
の
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
に
は
、

現
在
、
五
十
六
歳
か
ら
九
十
四
歳
ま
で

の
五
十
人
の
お
年
寄
り
が
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
の
一

つ
が
、
町
内
の
各
小
学
校
、
保
育
所
や

団
体
か
ら
の
慰
問
で
す
。

今
回
、
白
山
園
を
訪
れ
た
の
は
、
今

年
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
に
な
る
、

長
浜
幼
稚
園
(
田
淵
金
定
園
長
)
の
園

児
達
三
十
四
人
。

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
歌

や
踊
り
、
器
楽
演
奏
を
元
気
い
っ
ぱ
い

披
露
し
、
暖
か
い
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
「
一
年
生
に
な
っ
た
ら
」

を
合
唱
し
、
園
児
を
代
表
し
て
和
田
真

純
ち
ゃ
ん
が
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

手
作
り
の
ひ
な
人
形
の
壁
掛
け
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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消費税 一…

錨璽璽璽自慢

負
撞
の
軽
減
と
公
平
の
確
保

-w酒
税
が
盟
月
か
ち
ス
タ
!
ト
鱒

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
新
し
い
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

二
の
消
費
税
は
¥
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
げ
に
か
か
る
間
接

税
?
、
税
金
分
は
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
¥
最
終
的
に
は
消
費
者
が

負
担
し
ま
す
が
、
納
税
は
製
造
@
卸
・
小
亮
の
各
事
業
者
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
事
業
者
の
方
に
は
、
消
費
税
の
仕
組
み
は
も
ち
ろ
ん

の
二
と
、
納
税
事
務
の
手
続
き
を
い
ち
早
く
知
コ
て
頂
〈
必
要
が

あ
り
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
消
費
税
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
答
え

る
た
め
、
事
業
者
の
方
に
対
し
て
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、
詳
し

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

消
費
に
広
く
薄
く
課
税

消
費
税
は
、
消
費
に
広
く
薄
く
負
担

を
求
め
で
わ
り
、
圏
内
の
ほ
と
ん
ど
「

ベ
で
の
取
引
に
対
し
て
、
ゴ
一
計
(
普
通

乗
用
自
動
車
は
平
成
四
年
一
一
一
月
三
十
-

日
ま
で
六
軒
)
の
税
率
で
課
税
さ
れ
ま

す。
た
だ
し
、
土
地
や
有
価
証
券
の
売
却

預
金
の
利
子
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
の

一
部
な
ど
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
輸
出
に
つ
い
て
は
免
税
と
な
っ
て

い
ま
す
。
納
税
義
務
者
は

消
費
税
を
最
終
的
に
負
担
す
る
の
は

消
費
者
で
す
が
、
消
費
税
を
実
際
に
納

税
す
る
の
は
事
業
主
ヴ
「
。

た
だ
し
、
個
人
事
業
斉
仁
つ
い
て
は

前
々
年
、
法
人
に
つ
い
て
は
前
々
事
業

年
度
(
こ
れ
を
基
準
期
間
と
い
い
ま
す
)

の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円
以
下
の
事

業
者
の
方
は
、
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
告
・
納
税
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
ァ
」
の
よ
う
な
免
税
事
業
者
で

も
、
課
税
事
業
者
と
な
る
こ
と
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

[
注
〕
基
準
期
間
の
初
日
が
施
行
日

(
昭
和
六
十
二
一
年
十
二
月
一
二
十
日
)
前

で
、
そ
の
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高

の
計
算
が
困
難
な
時
は
、
昭
和
六
十
四

年
一
月
一
日
か
ら
平
成
元
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
課
税
売
上
高
に
六
を
掛
け

た
金
額
を
、
そ
の
基
準
期
間
の
課
税
売

上
高
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

簡

易

課

税

制

度

簡
易
課
税
制
度
と
は
、
基
準
期
間
の

課
税
売
上
高
が
五
億
円
以
下
の
課
税
事

業
者
に
つ
い
て
、
課
税
売
上
高
に
係
る

税
額
の
ぺ

O
計
(
卸
売
業
者
は
九

C
計
)

を
課
税
仕
入
れ
に
含
ま
れ
る
説
額
と
み

な
す
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
し
た
場
合
に
は
、
課
税
仕
入
高
の
計

算
を
行
う
必
要
は
な
く
、
課
税
期
間
の

諜
税
売
上
記
だ
け
を
基
礎
と
し
て
計
算

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
表
⑨
)
。

一一

ι〕
卸
売
業
告
と
は
、
法
税
期
間

の
課
税
売
上
高
に
占
め
る
、
卸
売
業
に

係
る
課
税
売
上
高
の
割
合
が
、
五

O
引
引

を
超
え
る
事
業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
c

眼

界

控

除

制

度

限
界
控
除
制
度
と
は
、
課
税
期
聞
の

課
税
売
上
高
が
六
千
万
円
未
満
の
謀
説

事
業
斉
に
つ
い
て
、
課
税
売
上
高
に
応

じ
て
納
刊
す
る
消
費
税
額
へ
本
来
納
付

{
納
付
税
額
の
計
算
]

税
金
の
計
算
は
、
課
税
期
間
(
個

人
事
業
者
は
そ
の
年
、
法
人
は
そ
の

事
業
年
度
一
中
の
売
上
げ
に
対
す

る
税
額
か
一
り
、

同
ピ
期
間
中

の
仕
入
れ
に

含
ま
れ
る
税

額
を
差
し
引

く
だ
け
で
す
。

(
表
一
ぜ
)

仕
入
れ
に

含
ま
れ
る
税

額
の
方
が
多

け
れ
ば
還
付

さ
れ
ま
す
。

な
む
、
中

小
事
業
者
の

方
の
納
税
事

す
べ
き
税
額
)
の
一
部
を
部
門
減
す
る
も

の
で
す
(
表
③
)
。

※
例
え
ば
、
課
税
期
間
の
課
税
売
上

高
が
四
千
万
円
の
課
税
事
業
者
は
、
本

来
納
付
す
べ
き
税
額
の
一
二
分
の
一
を
、

五
千
万
円
の
課
税
事
業
者
は
三
分
の
二

を
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
課
税
期
間
の
課
税
売
上
高
が
↑
今
一
千

万
円
未
満
の
場
合
に
は
、
右
の
算
式
の

「
謀
税
期
間
の
課
税
売
上
高
」
は
三
千
万

円
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
付
税
額

は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。

※
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
る

課
税
事
業
者
で
も
、
課
税
期
間
の
課
税

売
上
高
が
六
千
万
円
未
満
で
あ
れ
ぽ
、

右
の
算
式
に
よ
一
っ
て
い
駅
付
す
る
消
費
税

務
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
調
昨
梢
え
上

高
だ
け
か
ら
納
付
樹
額
を
計
算
?
き
る

簡
易
課
税
制
度
が
誌
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

表① 消費税の納付税額の計算(原則)

年間課税売上高 3 年間の課税仕入高 3 
(税抜き) ハv100 (税抜き) A 1…CーD 

=納付税額

表② 簡易課税制度を選んだ場合の計算

課税刻問中の o 6 
課税売上Ei(税抜き)"(紅子業者は03¥r=納付税額

表③ 限界控除額による計算

年間課税亮上高
本来納付す (税抜き)'-'-3 万円 車内付

ぺき税額 x 3 OOC万円 税額

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

申
告
@
納
付
の
手
続
き
は

課
税
事
業
者
は
課
税
期
間
終
了
後
二

か
月
以
内
(
伺
人
事
業
者
は
二
月
末
日
、

三
月
決
算
法
人
は
五
月
末
日
ま
で
)
に
、

所
轄
の
税
務
署
長
に
確
定
申
白
書
を
提

出
し
、
そ
の
申
告
に
係
る
消
貧
税
額
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
課
税
期
間
開
始
以
降
六
か
月

を
経
過
し
た
日
か
ら
こ
か
月
以
内
(
個

人
事
業
者
は
八
月
末
日
、
三
月
決
算
法

人
は
十
一
月
末
日
ま
で
)
に
、
中
間
報

告
と
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
、
中
間
中
止
u
と
納
付
は
、
直
前

の
曜
定
巾
科
書
に
記
載
し
た
税
額
の
二
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一 一一一
分
の
一
の
金
額
を
申
告
・
納
付
十
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
間
申
行
す

べ
き
税
額
が
一
二
十
万
円
以
下
の
場
合
に

は
、
中
間
申
告
と
納
付
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
中
間
申
告
は
、
仮
決
算
に
基
づ
く

金
額
に
よ
っ
て
申
行
・
納
付
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
還
付
を
受
け
る
輸
出
業
者
な
ど
の

場
合
は
、
謀
説
期
間
の
短
縮
を
選
択
す

る
旨
の
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
年
四
凶
の
申
行
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
課
税
売
上
高
に
対
す
る
消
費
税
額

よ
り
も
課
税
仕
入
高
に
含
ま
れ
る
消
費

税
額
が
多
い
場
合
、
ま
た
は
確
定
申
告

に
よ
る
納
付
額
よ
り
も
中
間
巾
告
に
よ

る
納
付
額
が
多
い
場
合
な
ど
、
消
費
税

額
の
控
除
不
足
額
が
あ
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

火災を間ごう……一一…一

ドタ

1
リ
ン
グ
@
オ
フ

い

7
日
n

V

8

日
へ

訪
問
販
売
法
が
改
正

訪
問
販
売
で
は
、
契
約
日
を
含
め
て

八
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
解
約
(
ク

i
リ
ン
グ
・
オ
フ
)
が
で
き
ま
す
。

契
約
解
除
の
手
続
き
は
、
必
ず
書
面

(
で
き
る
限
り
内
容
証
明
郵
便
)
で
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。。
。

O
従
来
ク
i
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
が
な

か
っ
た
現
金
取
引
(
た
だ
し
三
千
円
以

上
)
も
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

O
リ
ゾ
ー
ト
会
員
権
、

一 一

ス
ポ
ー
ツ
会
員

還
付
さ
れ
ま
す
。

届
出
等
の
手
続
き
は

事
業
主
白
に
は
、
会
極
の
届
山
山
等
の
義

務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

件
に
ぷ
九
す
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
所
轄
の
税
務
署
長
に
対
し
て
、
そ

の
日
を
記
載
し
た
届
出
書
等
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
凶
山
書
等

の
別
紙
は
、
各
税
務
署
(
間
税
担
中
イ
部

門
)
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

権
の
よ
う
な
権
利
や
資
格
取
得
講
座
、

シ
ロ
ア
リ
駅
除
の
よ
う
な
役
務
(
サ
ー

ビ
ス
)
も
新
た
に
指
定
さ
れ
、
ク

l
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

[消費生活相談窓口]

相談窓口 電 2古

愛媛県生活センタ (0899) 25-3700 

愛媛県警察本部 (0899) 31-9110 

大社11警察署防犯係 24-2175 

長浜町役場経済課 52-1111 

、E
な
凶
出
所
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
一
一
一
千

万
円
を
超
え
る
時

「
消
費
税
課
税
事
業
省
届
出
書
」

岳
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
時

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出

書」

③
課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と
を
選
択

す
る
時「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
凶
出
書
」

④
課
税
期
間
の
旬
縮
を
選
択
す
る
時

「
消
費
税
課
税
期
間
特
例
選
択
凶
出

書」

消
費
税
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

も
よ
り
の
税
務
署
(
間
税
担
当
部
門
)

ま
た
は
、
税
務
相
談
室
で
わ
尋
ね
く
だ

さ
い
。役

場
の
支
払
い
が

口
座
振
替
に
な
り
ま
す

四
月
一
日
か
ら

現
在
、
長
浜
町
で
は
、
行
政
改
革
の

一
環
と
し
て
事
務
事
業
の
電
算
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
窓
口

で
行
わ
れ
て
い
た
支
払
い
事
務
は
、
四

月
一
日
か
ら
預
金
口
座
振
替
払
い
に
変

更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

集
金
の
子
聞
が
省
け
、
安
全
確
実
な

預
金
口
座
振
替
払
い
に
ご
協
力
く
だ
さ

p
v
 
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
役
場
会
計
室

(
密
臼

1
1
1
1
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

…

天

ぷ

ら

鵠

に

よ

る

…

…

火

災

を

時

ご

う

f

一

一
家
庭
に
お
け
る
火
災
で
毎
年
出
火
は
、
万
-
に
備
え
て
消
火
の
た
め
の
一

一
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
川

HZ準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
一

…
ガ
ス
・
電
気
な
ど
の
コ
ン
ロ
に
よ
る
で
す
。

一
も
の
で
す
が
、
こ
の
コ
ン
口
火
災
の
多
も
し
油
が
燃
え
上
が
っ
た
ら
、
一

…
く
は
、
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
も
の
で
す
。
①
一
千
り
k
H
い
て
、
ガ
ス
の
コ
ソ
ク
一

一
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
防
止
の
た
を
北
川

J
;
c
;

一

一
め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
笹
川
什
火
山
ま
た
は
唱
し
っ

ιた
ン
一

一

l

i

l

i

-

-

-

-

l

y

や

パ

ス

タ

オ

ル

手

燃

え

て

…

い
る
鍋
を
静
か
に
覆
い
消
火
し
ま
す
。
一

一

そ

の

場

を

離

れ

る

時

は

火

が

消

え

た

か

ら

と

、

す

ぐ

に

覆

…

一

必

ず

火

を

消

し

て

い

を

は

が

す

の

は

禁

物

で

す

。

足

二

の
恐
れ
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
様
チ
を
一

…
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
ガ
ス
み
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
o

一
の
火
、
が
油
に
つ
く
の
で
は
な
く
、
火
。
間
違
っ
て
も
水
を
か
け
た
り
、
一

…
を
消
し
忘
れ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
油
火
の
つ
い
た
鍋
を
移
動
さ
せ
た
り
し
一

一
の
温
度
が
L
L
が
り
、
一
じ

O
度

前

後

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

一

一
に
な
る
と
油
臼
体
が
発
火
し
て
燃
え
少
し
の
木
で
も
炎
は
高
く
燃
え
上
一

一

し

し

が

る

も

の

で

す

。

が

り

、

火

の

つ

い

た

油

が

飛

び

散

り

、

一

一
天
ぷ
ら
油
か
ら
の
火
災
例
は
、
掲
鍋
を
恭
と
し
て
燃
え
広
が
る
危
険
が
一

一

げ

物

中

に

電

話

や

来

客

が

あ

り

、

火

あ

り

ま

す

。

一

一
を
つ
け
た
ま
ま
そ
の
場

一

を

離

れ

た

た

め

火

事

に

¥

一

/

一
な
っ
た
と
い
う
ケ

i
ス

一

同

/

!

J

¥

¥

」

一

一

が

圧

倒

的

で

す

。

揚

げ

〓

P

一

芸

「

l

三

円

出

一

一

一物

t
z
f
T
d
¥
バ
i
U
一
一
喜
一
一
…

一

む

を

え

ず

離

れ

る

場

合

つ

む

よ

ど

¥iL川
二

一

一

は

必

ず

火

を

消

す

よ

う

¥

竹

中

「

》

レ

』

l
y
レ

ノ

ツ

一

}

…

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

苔

ん

一

ベ

A
ゅ
1
1
川
一
=
一
一
一

一
も
し
も
の
時
の

duvヘ
¥
ヅ
心
刈
¥
二
一
一
一

一
対
策
を
万
全
に

P
F
Fド
ト
l
Aじて

け川引
l
バ一い
h
U
/
/
一
一

…
揚
げ
物
を
す
る
時
に

L

…

l
l
!
?
L
i
l
l
i
-
-
i、
i
l
l
-
L
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ιι一一一』臨国臨時福祉特刷給付金。長浜文芸 づ時間鴨腕困

金
)
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

な。
具
体
的
な
支
給
対
象
者
等
に
つ
い
て

は
別
表
の
通
り
で
す
が
、
支
給
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
は
支
給
巾
請
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
て
、
住
所
地
の
市
町
村

長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
之
、
役
場
住
民
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

時
時
福
祉
特
別
給
付
金

が
支
払
刊
さ
れ
ま
す

昨
年
、
国
会
で
税
制
改
革
の
関
連
法

律
が
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
老
齢
福

制
年
金
、
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者

の
方
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

上
、
ま
た
、
低
所
得
の
寝
た
き
り
老
人

な
ど
に
対
す
る
在
宅
介
護
の
支
援
の
た

め
、
「
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
」
(
一
時

臣民 11、子 福 f止 特 自リ f迂 付 ::t 
⑦臨時福相I給付金 ②臨時介護福祉金

支
額金

支給対象者 1 人につき 支給対象干i1人につき
ー合G“ノ、、 1 0 000円 5_Q~_iLQ_Q円
財

国 100% 国 100% 告Eド且ト一一
平成JC年2月l日にj討する|司円分の 市町村民税非る者訴悦冊目及び均等，i;1jのみ諜
老齢福祉年金支給者 税世帯に属す 、また(土2月 1I:Jに jすけ

斗ム〈ーL 。障害基礎年金 (1日障害主計11午会l受給省 る生活保護受給xのい jれかであって、
。遺族基応年余(旧母子 準軒福祉年 12fli円において次のいずれかに該山}
l 金)受給在 芦

支 0児童扶義十円受給者 q'歯告65歳以 kであって、身体 1.ま丘
kJ i 0障害児福利子当受給宍 は、精神上著しい障害があるため浴時
。干¥'lliJ障害者特サ障害児三F当受給者 介護が必要な Jj

象 の福祉子当(経過措置分)受給お 。特別障害者子、ii、障害iLE福祉手円、福祉
事合 。高齢、低所得者 f市町トJ民税非課税世帯に 手、'; (経過措量分)受託i"i
者 属する70歳以上の在)

lぶo暴弾被爆者諸子当受給者
(_)特別比童扶養手当支給にかかわる障さ!日

要
C斗 ;'ll-i呆護被保議主 0児童稲川訟に基づう里親に委託されてい
。社会福祉施 1没入1'11'11 る者
。児童主福祉法に基づ 'I';~J! に委託さ ;!l てい 。生活保護法に基づく救護胞技人叶者

{牛 る者 。医療法に規定する病院、診療所に入院
集 。らい予防ィ)s)凱オ， '二布、プき媛護を受けて fキl主続3かI-Jt:J土) して"心岳L 尚 一他山者ん川
! yf、 0老人福十11:;土の規定に基づき養護受託者に ひ[1会福祉施設入所省
7 委託さJlどける干す 〆J友人福祉法の規定に基っき養護受託苫(二

ZF試されている者

千 一 一一嘗室翠盟掴盟国--=王:

大
峯
。
柴
中
尭
及
び

豆
柳
集
会
所
が
完
成

大
峯
&
柴
中
央
F

三
柳
の
三
地
医
い

集
会
所
が
完
成
し
ま
」
た
。

こ
の
施
設
は
、
地
域
の
コ
ミ
τ一
二
一
ア
イ

促
進
等
を
目
的
に
、
長
浜
町
が
県
の
地

域
環
境
整
備
補
助
事
業
に
よ
り
建
設
し

た
も
の
で
、
今
後
、
各
地
域
の
背
さ
ん

国

一

月

直

リ
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
H
H

手
折
り
米
し
ぶ
仙
匂
ふ
丈
机
に
詠
み
し

短
歌
を
書
き
で
は
直

t
百
一
兄
苓
枝

激
励
の
川
和
終
り
ぬ
新
た
な
る
平
成
の

世
を
五
ま
た
生
き
む

片
同
「
代
f
下

風
邪
に
臥

f
I口
を
気
づ
か
ふ
同
の
メ
く

り
返
し
読
む
わ
れ
も
視
な
り
鎌

田

文

香

菜
の
花
に
水
仙
の
つ
、
工
み
沈
一
l
花
畑
厚

で
有
効
に
利
用
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
‘
つ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

各
施
設
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
の

大
峯
長
会
一
防

ハ

門

構

造

木

造

瓦

葺

平

屋

建

円
建
築
面
積
四
八
・
六

O
平
万
い
け

日

事

業

白

四

γ
同
四
十
八
万
円

阿
受
益
者
十
戸
・
三
十
六
人

此
一
一
中
央
集
会
所

付

構

造

木

造

瓦

葺

平

屋

建

大峯集会所

部
屋
に
活
け
で
心
な
ご
め
り
岸
本
純
一
f

柔
ら
か
き
ょ
に
桁
を
乏
し
込
め
ば
意
外

に
長
き
つ
は
ぶ
き
出
で
ぬ久

保

宍

正

軟
か
く
炊
き
し
か
人
ひ
ょ
う
先
づ
出
什
一

ゴ
み
な
食
べ
く
る
る
夫
に
う
れ
し
く

永
井
み
う
き

L
一
/
ジ
色
の
袴
を
は
き
し
古
き
写
真
そ

を
縫
ひ
く
れ
し
亡
き
司
、
長
-
恋
ふ

点

ぽ

な

子

剣
先
日
j

ぽ
め
て
笑
み
し
さ
さ
ん
花
の

昔
日
い
我
仁
か
く
如
松
廿

日召
ずー

ω建
築
面
積

臼

事

業

費

四

受

話

者

八
O
a
八
三
平
方
灯

七
百
十
五
万
円

四
十
三
戸
。
百
二
十
九

h
b

ノ

豆
柳
川
一
一
会
所

付

構

造

U
建
築
面
積

臼

事

業

費

回

受

益

者

木
造
瓦
葺
平
屋
建

九
六
・
三
七
平
方
灯

八
百
五
十
万
円

三
十
一
一
戸
・
九
十
四
人

柴中央集会所

豆柳集会所

こ
の
一
昨
典
五
円
で
求
め
じ
ハ
イ
年
今
も
た

よ
り
に
痛
み
つ
く
ろ
ふ
失

脚

訓

ト

川

初
孫
の
構
知
怖
を
替
ゆ
る
こ
の
に
げ
は
ひ
了

育
て
の
臼
た
な
つ
か
し
み
つ
つ

山
下
ヨ
ネ
子

風
日
敷
包
み
解
き
で
下
さ
る
七
万
の
み

づ
み
づ
し
き
に
歌
も
添
へ
あ
り

山
口
美
千
子

船
泊
の
一
」
の
江
湖
に
z
J
1

ヶ
ば
思
ほ
ゆ
る

御
作
船
駒
手
丸
二
百
年
置
か
れ
き

久

保

七

郎
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身
に
つ
付
せ
よ
ろ

子

へ

の

受

道

構

ナ君主主=ーち胤嶋 一輔副山辺誠~一ー はよ遁歯菌訟縫晶d園田園量E 日比Jムこ二J一三← 亙誕適温包-ーー掴-・ 4二塁藍::::=.J

、、EB
awu

盟、

一
宇
凡
に
入
り
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
、

チ
供
え
ち
は
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に

外
で
遊
び
は
じ
め
ま
ト
9
0

思
い
切
っ
て

体
を
動
か
せ
る
の
が
、
と
て
も
う
れ
し

そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
怖
い
の
は
交

通
士
山
?
政

l
i特
に
入
問
。
人
P

下
、
を
控
え

た

f
供
の
死
亡
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
悲
し
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
c

指
導
を
繰
り
返
し
習
慣
づ
け
を

昭
和
六
十
A

一
年
の
「
交
通
統
計
」
に

よ
る
と
、
六
歳
以
下
の
子
供
の
歩
行
中

に
起
き
た
交
通
事
故
は
な
千
山
百
七
件
。

こ
の
ヨ
ち
五
五
・
七
%
は
、
「
レ
」
び
出

L
」
が
原
閣
に
よ
る
も
の
で
す
ω

こ
れ

ら
の
事
故
を
発
生
時
間
帯
で
み
る
と
、

最
も
多
い
時
間
借
は
、
午
後
四
時
か
ら

六
時
ま
で
で
、
こ
の
時
間
帯
に
発
生
す

4 幽民泊噌--一一“僻マ ふ L配 1子供への交通道橋 r空竺空宝宮習

る
与
は
が
、

f
体
の
約
二
八
Mm
吉
一
円
め

て
い
ま
す
け

二
う
ー
し
み
に
事
故
を
減
ら
し
て
い
く
に

は
、
ま
ず
両
親
「
大
人
)
が
幼
児
の
も

つ
特
性
を
知
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
具
体

的
な
交
通
安
全
の
た
め
の
指
導
を
繰
り

返
し
行
い
、
習
慣
づ
け
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
L
f
c

遁
園
図
通
学
路
を
一
緒
に
歩
こ
う

幼
児
の
主
な
特
作
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

江
一
つ
の
色
め
に
注
意
が
河
く
と
、

国
り
の
も
の
が
自
に
入
ら
な
い

例
え
ば
、
下
ナ
か
ら
放
れ
た
風
船
や
転

が
ー
た
よ
~
i
ル
を
追
い
か
け
で
、
道
的

に
と
び
出
す
な
ど
の
行
動
で
す
。

一
⑤
気
分
に
よ
っ
て
行
動
が
変
わ
る

子
供
は
喜
怒
哀
楽
が
激
し
く
、
感
情

に
よ
っ
て
思
わ
ぬ
行
動
を
起
こ
し
か
ね

ま
せ
ん
。

③
抽
象
的
な
言
葉
だ
け
で
は
、
よ
く

理
解
で
き
な
い

「
危
な
い
よ
」
、
「
気
を
つ
け
て
ね
」

と
い
う
具
体
性
の
な
い
言
葉
だ
け
で
は

わ
か
り
ま
せ
ん
υ

ど
う
し
て
危
な
い
の

か
、
何
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
を

理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
し
な
い

手
を
上
げ
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
車
は
止
ま
る
と
思
い
こ
ん
だ

り
、
伝
川
げ
が
五
円
に
変
わ
る
と
、
車
の
停

止
を
降
認
し
な
い
で
走
り
出
「
傾
向
が

竺 1111竺竺jfI (を1:OO~200 
ナ象]昭和60年12IjU!ifllfil{fl・2月生

十ヨ談P
 

ト一曹一一前一
場

不

所

各連絡所午前~ 11.¥まア l
j受付

役場本日午前10時まで!

[対象}買上げ料金 I頭 500円

※印鮮を必ず持参しア下きい

あ
り
ま
す
。

@
大
人
の
ま
ね
を
す
る

六
人
が
近
く
の
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず

に
道
路
を
横
断
L
ん
り
、
信
号
無
視
を

す
る
の
を
売
る
と
、
ま
ね
を
し
ま
す
。

⑥
幼
児
ば
視
野
が
狭
/
¥
視
点
が
低

n
b
 
幼
児
の
視
野
は
大
人
よ
り
挟
く
、
視

点
は
大
人
よ
り
も
低
い
た
め
、
物
陰
か

ら
出
て
く
る
市
会
V
L

が
叫
ん
え
ず
、
と
び

出
し
て
し
ま
い
ま
寸
。

院

電話番号

C，2-2883 

月

:1 / 21 

川 iI門屋医 ι-02 0 2 

[~主療]於忽患者の方の件。
[受付1'flìíJ lO:OO~午後 5 :00 
※原則として往診(主主文しませんじ

52-0 165 

06:39 

日2-0209

52-

匝三車主主

特
に
、
入
国
・
人
学
を
控
え
た
む
子

さ
ん
が
道
路
に
山
る
と
き
や
道
路
を
渡

る
と
き
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て

お
か
一
を
確
認
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け

会
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
芝
、
同
腕
一
大
人
)

い
か
ポ
川
に
通
闇
路
や
忌
学
問
主
チ
供
と

一
緒
に
歩
主
¥
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、

そ
れ
ら
の
場
所
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、

具
体
的
に
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

ら
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一一
城
辺
関
青
年
団
を
迎
え
て

ルポ・図書簡だより翠墨画一一……一一

口口口口口口口口口口口口口口口口

二
月
二
十
六
日
、
白
滝
公
民
館
と
白
滝
地
区
太

h
ソ
ム
玄-J大陽の広
場
主
催
に
よ
る
、
第
二
一
凶
町
内
歩
け
、
走

れ
拘
れ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
コ

l
ス
は
、
走
る
組
が

い
恥
隠
れ
白
滝
公
民
館
か
ら
加
世
ま
で
の
往
復
三
八
キ
ロ
、

思

現

歩

く

組

が

創

刊

同

公

民

館

れ
i

引
か
ら
凶
淵

走

ま

で

の

一

J

K

六
キ
ロ
で
、

計

千

供

か

ら

i
f

お
年
寄
り

ま
で
約
一
一
百
一
一
十
人

が
参
加
し
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
た
。

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

自
覚
@
立
志
@
健
康

ー
長
中
で
卒
業
式

A

一
月
四
日
、
長
浜

中
学
校
で
、
第
二
十

五
回
少
年
式
が
行
わ

れ
た
。
今
年
対
象
と

な
っ
た
生
徒
は
、
男

子
七
十
一
入
、
女
子

七
十
七
人
の
百
四
十

八
人
で
、
前
生
徒
会

長
の
成
橋
健
也
君
が

激
励
の
こ
と
ば
を
述

べ
た
あ
と
、
二
年
生

一
人
一
人
が
決
意
表

明
を
し
、
自
覚
を
新

た
に
し
た
。

一……一一

!) 

」場ず6

文
化
の
開
を
め
ざ
し
て

ー
第
八
回
芸
能
発
表
会

討大交こ文なたなた披練ス lE吟第
し流し化発。拍人露宵な琴、八て
いをての表こ子達しのど、舞同月
も広、風をのをの、/;文日コ踊芸|ー
のげ心を機よ受盛訪果頃 l 、能九
。てのおにうけんれをのラ大発日

表
会町
カず{本
間育
か良官
れで
た
。文

参化
力日 thl，
者会
は:σコ
、主

民催
日*に
、よ

長芋る

一
児
童
図
書
}

か
こ
さ
と
し
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の

え
ほ
ん
(
全
刊
巻
)

農
文
協

き
よ
は
る
先
生
の
一
年
生
ぶ
ん
こ

あ
す
な
ろ
書
房

絵
本
・
ち
い
き
な
な
か
ま
た
ち京
心
社

絵
本
・
ぼ
く
ら
の
ぼ
う
け
ん
童
心
社

文
研

了
と
も
ラ
ン
ド

ー
ふ
る
さ
と
青
年
交
流
事
業

町
内
青
年
団
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、
中
央
公
民
館
主

催
に
よ
る
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
青
年
活
動
交
流
事
業
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
、
去
る
十
一
月
十
三
日
に
当
町
青
年
団
が
城
辺

町
を
訪
れ
、
地
元

青
年
団
と
の
交
流

を
深
め
た
こ
と
か

ら
、
-
一
月
二
卜
丘

日
に
招
待
し
た
も

の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
や
文
化
財
視

察
を
行
い
、
友
情

を
新
た
に
し
た
。

文
研
出
版

小
学
低
学
年
む

文
研
出
版

文
研
児
童
読
書
館

き
一
一
般
図
書
一

ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス

(
L
L
-

下

)

村

上

春

樹

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父
よ
り
娘
へ
の
お

新
刊
図
書案
内

t肖 i通
費の
干'}~子
キ紙
実ン
務グ
とス
士寸レ
策イ
1% 
lUこウ
本うオ
守な l
之るド

新
消
費
税
入
門

藤
野
信
雄

地
球
時
代
の
新
視
点

大
前
研
一

十
津
川
讐
部
の
挑
戦

(
K
-
下
)

丙
村
京
太
郎

Q
&
A
消
費
税
日
本
経
済
新
聞
社
編

戦
後
つ
て
な
ん
だ
け

い
い
だ
も
も
・
武
谷
ゅ
う
ぞ
う

凶

説

消

費

税

ま
ん
が

岩
下
忠
五
円

消
費
税
に
強
く
な
る
本

江

島

仁

効
率
、
が
よ
く
、
寿
命
の
長
い
蛍
光
灯

蛍
光
灯
は
、
白
熱
灯
に
比
べ
て
明

る
さ
は
約
三
-
倍
あ
り
ま
す
か
ら
、
同

じ
明
る
さ
を
得
る
の
に
白
熱
灯
の
約

%
の
ワ
ッ
ト
数
で
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
寿
命
も
五

l
L
ハ
倍
長

持
ち
し
ま
す
。

嘩
例
え
ば
、
毎
H
六
時
間
点
灯
し

て
い
る
訂
ワ
y

ト
の
什
熱
灯
を
ご
一
十

ワ
ソ
ト
の
蛍
光
灯
に
取
り
符
え
る
と
、

一
か
月
に
約
十
一
A

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
使

用
道
力
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
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画掴岨・3 コンニチハ・表彰

改定衰

現 行 {直 下 If' 後
昼 問 夜 問 i架 夜 主手 間 1 窓 間 J菜 夜

時 間帯
午前8時~

午後7時
午後9時~

|午後7時~
午後9時(与I午前8時 午前8時~ 午前8時

距離段階 主要対地¥
午後71時 (土・日・祝 午前6昨 午後 7 時 I~ 土日祝 午前611

の昼間合む) の居、問含(.)

隣接~20km
松山、内子、肱JII 8 。秒 9 。秒
五十崎、河辺 ( 3 0円) ( 2 0円j

32叫叩超え 東示、 Js'-都、奈良 ら秒 お 5秒 |9秒 5. S秒 I(r C) 6秒 10秒
名!九一!ミミ、 札幌 (360円) I (2 ()円) ! (200円) (3 ;) c)円)!(lQO円) (1 8 0円)

ヤ Jレ通話料のダイ

通
話
料
金
が

下
が
り
ま
し
た

N

T

T

 

¥ )内は 3分間通活した場合の料金

N
T
T
で
は
、
A

一
月
一
日
か
ら
遠
距

離
通
話
料
金
、
近
距
離
通
話
料
品
配
及
び

離
島
通
話
料
金
の
値
ド
げ
を
実
施
し
ま

し
た
。
{
内
容
一
一
二
百
二
十
」
間
企
超
え
る
ダ

イ
ヤ
ル
通
治
(
移
動
体
と
の
通
話
を
除

く
)
の
料
金
に
つ
い
て
、
昼
間
、
保
間

(
士
・
日
・
祝
の
仔
一
聞
を
ん
凸
む
寸
深
夜

と
も
約
一
割
値
ド
げ
し
ま
し
た
。

隣
議

1
一一十

M
M
出
の
ダ
イ
ヤ
ル
通

話
料
金
に
つ
い
て
も
、
約
一
割
値
下
げ

し
ま
し
た
。

離
島
通
話
料
金
に
つ
い
て
は
、
同

都
近
県
内
に
あ
る
離
品
川

A
問
(
通
常

二
一
分
十
円
円
以
域
)
の
通
話
を
、
九
十

秒
ま
で
ご
と
に
卜
円
に
値
下
げ
し
ま
し

た。
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金
が
適
用
さ
れ
る

公
衆
フ
ァ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
通
信
料
(
フ

f

ク
、
、
て
、
リ
通
信
網
に
よ
る
も
の
を
除

く
」
等
に
つ
け
ど
も
、
同
様
に
値
下
、
河

し
ま
し
た
。

※時間は10川でかけられる秒数。

現
況
屈
の
提
出
期
隈
が

国
民
年
金
の
受
給
省
が
、
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
一
同
「
受

給
権
者
現
況
脳
L

一
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
ハ

平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
、
現
況
届

の
提
出
期
限
が
次
表
の
よ
う
に
変
更
さ

れ
ま
す
。
旧
国
民
年
金
法
の
障
害
年
金
、

変
わ
り
ま
す
。

ほ
)
十
年
金
、
叫
低
下
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

本
財
年
金
は
、
平
成
元
年
五
月
一
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
給
年
金
の
対
象
者
に
つ
い

て
れ
、
井
上
白
竹
、
生
計
関
係
の
証
明
が
必

要
と
な
り
ま
)
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

年金の種類 提出期限

障害基礎年金
(20歳前の隙害グ):f，の)
遺族基礎年金 7月31日
(母子・準時 f午てなから
移行されたιの

上記以外の年金 誌'1今月び〉末日

船
員
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職

蛤
員
遺
児
ヘ
摂
詑
金
が
支
給
さ
れ
ま
寸
。

期
間
は
、
出
生
か
ら
高
等
学
校
を
滝

川
吊
の
期
間
に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
で
、

一
人
一
か
月
六
千
円
c

別
に
、
入
学
記
念
品
と
し
て
小
川
ア
校

に
入
学
し
た
時
三
万
円
。
中
学
校
、
高

等
ゼ
校
に
入
学
し
た
時
そ
れ
ぞ
れ
一
万

円
贈

F
r

た
だ
し
、
生
活
困
窮
者
に
限
り
ま
す
。

申
請
、
照
会
は
、
東
京
都
千
代
田
医

麹
町
内
止
海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

(
財
)
日
本
殉
職
舵
日
顕
彰
会

(
8
0

3
2
3
4
0
6
6
2
)

へ。

表
云~;:

早ク 1 合よ若葉支ちゃん(今拐) 7 
でに/
しミ 1 と
て時l 、君主 l

るお太、
く父」
い、さと
と千憂んい

叫 ヤ蜘恥甲、し 7うミつ

長吉章空tUザ喝_.-品龍三く、A
さミ大|剤、源 7さ t 議通園量 一 謹薗E懇議撞いた懸は〉
れユ会か二二愛 iん司警お晶高品ぜ雪翻艦醐まく命 i 
まこのれ円護 7-ベ錨麟盟 -j ま考字 7
しテ席た iに 7f手ヤ日;人 二三1唖醸締盟ピ J しぇ画 7
たイ上資Ii功 711γヨケ ム二可警伊週.3す くて 7 
E i雲11!章一撃 苦ぶ強 」イj響?7 緩議幾重警察務総 製鵬 J乙 It "" 1 

協早子議宇あパ議選議 バ市整襲撃 気まの 7
議高・和つ 7ん錨寵翻訳語均百 七¥ミイ潔鴻: なしょ 7
会 J:山田了た?)喧血昨富山町 J町 い叩弘一 男更しミ 7

f22告f! 昭手1163年 3月12日生まれ ? 
ら媛動会に

後
藤
和
男
さ
ん

中

小

中

小

*

国
保
運
営
に
功
績

白
滝
の
後
藤
和
切
さ
ん
は
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
ど
、

事
業
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に

仁
り
、
-
一
月
一
-
ト
-
一
日
、
県
民
文
化
会

館
で
閃
か
れ
た
国
民
健
康
保
険
法
施
行

五
十
周
年
記
念
式
典
の
席

k
、
千
平
川
久

市
愛
媛
県
国
民
健
時
保
険
同
体
連
合
会

理
事
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

白
滝
小
学
校
P
T
A

資
源
愛
護
に
功
績

自
泊
小
学
校
P
T
A
(
熊
野
強
会
長
)

は
、
多
年
に
わ
た
り
廃
品
副
収
等
を
行

域
一
戸
岡
政
雄
議
長

西
宮
正
幸
議
員

自
治
振
興
に
功
労

長
浜
の
城
川
同
政
雄
議
員

(f)、
西

山
円
正
幸
議
員
/
八
百
一
一
は
、
町
議
会
議
員
と

し
で
十
任
年
以
上
在
職
し
、
自
治
知
山
刊

に
功
労
が
あ
J

た
こ
と
に
よ
り
、
二
月

+
一
十
一
日
、
自
治
会
館
で
聞
か
れ
た
第

四
十
川
公
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会
の
席
上
、
関
古
川
一
郎
全
国
町
村
議

長
会
長
か
ら
表
彰
、
ま
た
、
竹
本
俊
夫

氏
笈
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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(布岸本印刷

第
百品囲
嬰囲

塁甲
付命
日守門
始け

印刷

住
宅
金
融
公
庫

(毎月 1日発行)

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅
建

設
資
金
貸
し
付
け
(
個
人
住
宅
)
、
建
売

住
宅
購
入
資
金
貸
し
付
け
(
建
売
住
宅
)

の
昭
和
六
十
三
年
度
第
四
回
目
の
申
込

受
付
を
無
抽
選
、
申
込
順
の
選
考
に
よ

り
、
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

一
申
込
期
限
一
平
成
元
年
三
月
十
日

{
融
資
限
度
額
]
構
造
、
住
宅
の
面
積

等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

一
金
利
一
基
準
金
利
は
、
当
初
十
年

間
年
四
・
向
山
、
十
一
年
円
以
降
四
・

九
五
一
日

一
返
済
方
法
一
元
利
均
等
返
済
か
元
金

均
等
返
済
の
い
ず
れ
か

一
そ
の
他
一
中
古
住
宅
購
入
資
令
、
住

宅
改
良
資
金
、
財
形
住
宅
資
金
の
受
付

も
可詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
四
国
支

府

(

雷

0
8
7
8
l
m
|
0
5
1
1
)

平成元年 3月1日発行平成元年3月号広報なか、はま

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
、
資
料
請
求
は
〒
川

松
山
市
堀
之
内

5

N

H

K
松
山
放
送

局
「
N
H
K
学
園
係
」
(
密

0
8
9
9

担

-
4
1
2
1
)
ま
で
。

生
徒
募
集

N
H
K
学
園
高
等
学
校

ψつ|富
2
月
の
卜
y
プ
は

菊
地
計
降
里
美
さ
ん
の
カ
ノ
フ
ル

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

婚

姻

時

年

齢

¥

下

須

戒

菊

地

計

隆

(

二

七

)

/

上

老

松

兵

頭

里

美

(

二

O
)

ヘ

櫛

生

城

戸

清

(

一

三

一

)

/
黒
田
武
田
美
由
紀
(
一
三
一
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

お
く
や
み

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

沖

浦

漬

旧

ヒ

サ

ヤ

(

九

五

)

出

海

平

肝

嬉

子

(

七

五

)

櫛

生

賓

生

シ

ヲ

ヱ

(

八

八

)

長
浜
浅
田
一
昌
佐
枝
(
四
九
)

柴

稲

田

森

雄

(

八

三

)

長

浜

日

高

千

代

子

(

七

四

)

長

浜

藤

本

富

子

(

七

九

)

@電話のご相談もお受けします

合0899-45-2335(直通)
相談日 月曜から金曜午前9時半~午後4時40分

。専門『杷談員が親身になってこ'相談に応じます

む弁護士相談日 毎還木曜日午後 1 時~4時

N
H
K
学
園
高
等
学
校
で
は
、
平
成

元
年
度
生
徒
募
集
を
次
の
要
領
で
行
い

ま
す
。

N
H
K
学
園
高
等
学
校
は
、

N

H
K
の
「
高
校
講
座
」
番
組
を
利
用
し

て
四
年
間
学
習
す
る
通
信
制
高
等
学
校

で
す
。
一
募
集
期
間
}

(
O
普
通
科
コ

i
ス

一
O
選
科
生
ゴ

l
ス

一O
教
委
コ

i
ス2
月

1
H
1
4
月
日
口

O
海
外
特
科
生
コ

l
ス

2
月
1
日
1
9
月
初
日

。
存
攻
科
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

(
社
会
福
祉
コ

i
ス
)

第
一
期

:
2月
1
日
1
4
月
5
日

第
二
期

8
月

1
H
1
日
月
5
目

。
生
涯
学
習
講
座

春
期
・
:
2
月
1
日
1
4
月
却

H

1

月
届
出
分
(
敬
称
略
)

夏
期
:
・

5
月
l
H
1
7
月

白

日

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

秋
期
・
:
8
月
1
日

i
M
月

社

日

長

浜

久

保
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卒業と就職の時期を迎えた。

大学、高校、あるいは中学校

を卒業して就職する人々は、

平成時代開幕第一月一の新社会

人となるのである。大変な巡

り合わせと言わねばならない

A これまで指導者たちのあい

さつや演説には「二十 世主己

の展望に立ってよ々ー」とい

う決まり文句が使われていた

が、 これからは「平h支の幸斤fI寺

代閉幕の現実に即応、して...J
というようにr変わっていくこ

とだろう o ~十世紀が、一

足早く日本にはやって米たよ

うな心工合であるAOR和天皇子

大喪の礼も終わり、これから

干らかになる道を確立しなけ

ればならぬが、さてその足、肢は

そろうのであろうか、それと

もそろわないのであろうか?

そのあたりの問題まことに多

干重多木長で変心、を言午さないも

のがある。そこで最も期待さ

れるのが平成第一号の新社会

人である。それは単なる新人

類であってはならぬのである。

正真正銘の平成時代の担い手

となるべく、清新で、力強しミ自覚と

希望台燃え立たせて項きたい。

そして既成の社会人は、こそ、、

コでこれを其月f寺し、杉t干面して、
輝かしい世界の中の日本を築

きあげたいものである。世紀

末的などという暗いイメ ジ

を吹っとばす幸運を無駄に逃

すべきではない。

一名

~通事故
ご相談

社団法人日本損害保険協会

総出自動車保験請求相談セン合一
松山市花園町)-3日本生命松山市駅前ピル6階 松山調査事暗所内宮0899-45-550C

務

3
潟

開

峨

回

一

白

骨

骨

仰

は

行
政
広
報
の
技
術
向
上
を
凶
る
た
め
、

毎
年
「
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
い
う
も

の
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
報
紙
、

広
報
写
真
、
広
報
ポ
ス
タ
ー
、
出
と
、

各
部
門
に
分
け
て
審
査
さ
れ
る
の
で
す

が
、
テ
ス
ト
の
点
数
を
発
表
さ
れ
る
よ

う
で
、
何
か
妙
な
感
じ
で
す
。
(
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
待
て
る
よ
う
に
な
ら
な

い
と
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
・
:
)

今
年
も
県
内
の
広
報
紙
、
広
報
写
真

等
を
集
め
て
審
査
し
た
結
果
、
本
紙
日

月
号
の
表
紙
の
写
真
が
入
選
(
特
選
で

は
£
り
ま
せ
ん
)
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
取
材
協
力
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
ぜ
ひ
広
報
紙
で
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
意
見
'
ア
イ
デ

ア
等
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
(
こ
)

〈

〉

ハ

〉

訂
正
本
紙
二
月
号
十
二
ペ
ー
ジ
、

お
く
や
み
の
欄
で
、
大
木
茂
七
さ
ん
は

大
本
茂
七
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

数

人口をふやしましょう

1月末現在 oij月との比較

11，746人 6人J威
人 II (男 5出1人 u人減)

女 6，205人 5人減

IU帯数 3，768世帯 1世帯減

帯世口人


